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 世界でも有数の老舗大国である日本。「老舗」は「仕似せる」に由来する言葉だと言われており、

「先祖代々の家業を絶やさず続ける」「長い商売で信用を得て資産を築く」といった意味がある。

100 年以上にわたって経営を続ける企業は、相次ぐ災害や需給の変化など幾多の困難を乗り越え

ており、積み上げた実績にとどまらず、変化を厭わない「進取の気性」「不易流行」の精神を持ち

合わせている。そうした姿は事業継続の観点からも学ぶ意義は深い。 

 帝国データバンクが把握している、2022年 8月時点で業歴 100年を超える老舗企業*は、4万 409

社を数えた。毎年およそ 1,000～2,000 社が業歴 100 周年を迎えるなか、初めて 4 万社を突破し

た。2023年に 100周年を迎える企業は約 2,000社あり、さらなる増加が見込まれる。また、全体

に占める老舗企業の出現率は 2.54％だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*帝国データバンクでは、企業概要ファイル「COSMOS2」（2022年 8月時点、約 147万社収録）に加え、独自で収集し営業の実体が確認
できた企業を元に、創業・設立から 100年を超えている企業を「老舗企業」と定義し、分析を行った 

老舗企業、初の 4万社突破 
出現率は「京都府」が 5.15％で最高 

特別企画: 全国「老舗企業」分析調査（2022年） 

～ 業種別では「醸造系」が目立つ、1000年企業は 9社が判明 ～ 

老舗企業数・出現率（2022 年 8 月時点） 



                         特別企画: 全国「老舗企業」分析調査（2022年） 

 

 2022/10/12 

 
2 

©TEIKOKU DATABANK, LTD. 
 

1. 江戸開府以前の創業は 152社を確認 明治時代に誕生した企業も 2万社以上が存続 

 

老舗企業の約 4万社を元号別に

みると、江戸時代が開府した 1603

年以前に創業した企業は 152社と

なった。そのうち、日本最古の企

業として有名な金剛組（578 年創

業、大阪府）を筆頭に「業歴 1000

年企業」は 9社を数えた。 

次いで、250 年以上続いた江戸

時代に創業した企業は 3,345社、

約 40 年間の明治時代には 22,122

社、大正時代（業歴 100年を迎え

る 1922 年 8 月まで）に創業した

14,790社が存続している。 

 

2. 老舗出現率は「京都府」が 5.15％でトップ 「山形県」「新潟県」など日本海側が目立つ 
 

全国の老舗出現率を都道府県別にみると、京都府が 5.15％でトップだった。全国のなかで唯一

5％を超えている。古くから都があり歴史的建造物が多くあったことや、第二次世界大戦中の被害

が比較的小さかったことが老舗企業の存続に貢献していると考えられる。 

 

続いて日本海側の地域が上位に並ぶ。

山形県、新潟県のような「酒どころ」や、

福井県、滋賀県でも老舗出現率が高い。

いずれの地域も、江戸時代中期から明治

30年代にかけて、海運の要で北海道から

大阪を結んでいた「北前船」の寄港地が

多く、商業が栄えていたことが影響して

いるといえよう。一方で、九州エリアで

は軒並み老舗出現率は低く、特に沖縄県

は 0.15％にとどまる。県内の老舗で最も

多い業種は「蒸留酒・混成酒製造」の 9社

で、泡盛を製造している新里酒造（1846

年創業、沖縄県うるま市）が最も古い。 

都道府県別 老舗出現率 
1位 京都府

2位 山形県 4.98％

3位 新潟県 4.81％

5.15％

46位 神奈川県 1.36％

45位 宮崎県 1.48％

4位 福井県 4.51％

5位 滋賀県 4.41％

47位 沖縄県 0.15％

44位 鹿児島県 1.54％

43位 福岡県 1.67％

5％以上
4％台
3％台
2％台

2％以下

元号別 老舗企業数 

江戸開府以前 152社

江戸時代 3,345社

明治時代 22,122社

大正時代 14,790社
（~1922年8月）

4万409社
業歴100年以上

1,685社200年以上

814社300年以上

37社500年以上

9社1000年以上
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 老舗出現率を市区郡別でみると、上位 10地域のうち

4地域が京都市内だった。加えて、千葉県勝浦市、その

隣に位置する鴨川市、兵庫県美方郡は古くから港町と

して栄えており、水産系に関連した業種が多く並んで

いる。 

また、新潟県加茂市は日本有数の桐箪笥の生産地で、

木製家具製造業が目立つ。山梨県西八代郡では和紙製

造など紙に関連する業種を中心に文具や事務用品関連

も多いことが特徴。福井県小浜市は、奈良時代から京都

に通ずる「鯖街道」「御食国」として栄え、交通の要所

だった。それぞれ古くから根付いた文化を有している

ことが、高い老舗出現率の一因とも考えられる。 

 

 

3. 業種別ではテナント貸しなどの「貸事務所」が最多 酒・建築・服飾関連が上位に並ぶ 

 

老舗企業を業種別にみると、「貸

事務所」が 1,245社でトップとなっ

た。これらは、古くから保有する不

動産を活用してオフィスビルなど

を建てたことで、本来の主業よりも

貸事務所業の収益ウエイトが大き

くなるケースが多いことによる。 

 次いで、「清酒製造」も 893社と

多く、それにともない「酒小売」や

「酒類卸売」も上位となっている。

同様に、「一般土木建築工事」「木造

建築工事」といった建設業や、「呉

服・服地小売」「婦人・子供服小売」

のような服飾業のように、類似した

業種が上位に並んでいる。 

3 番目には「旅館」が続いた。特に西山温泉慶雲館（705 年創業、山梨県）は「世界最古の宿」

としてギネス世界記録に登録されている。他にも温泉旅館を中心とした、湯治場として始まり数

百年と続く老舗旅館が今でも数多く存在している。 

 

市区群 老舗企業率
京都市東山区 16.49%
新潟県加茂市 12.62%
京都市上京区 11.60%
千葉県勝浦市 10.94%
京都市下京区 10.40%
京都市中京区 9.85%
山梨県西八代郡 9.65%
兵庫県美方郡 9.36%
千葉県鴨川市 8.72%
福井県小浜市 8.59%

老舗出現率 市区郡別 TOP10 

老舗企業 業種別トップ 10 

1,245社
893社

738社

687社

621社

612社

597社

596社

582社

562社

貸事務所

清酒製造

旅館

酒小売

一般土木建築工事

呉服・服地小売

木造建築工事

土木工事

婦人・子供服小売

酒類卸売
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78.3％
60.0％

51.3％

50.5％

47.1％

45.7％

38.3％

36.9％

33.2％

33.0％

清酒製造

しょう油等製造

こうじ類製造

味そ製造

蒸留酒・混成酒製造

煙火製造

普通銀行

砂糖卸売

大学

食酢製造

４. 業種別の老舗出現率、「清酒製造」が 78.3％とダントツ 新規参入が困難な「醸造」分野が上位に 
 

 それぞれの業種のなかで占める老舗出現率をみると、社数ベースで 2 番目に多い「清酒製造」

が 78.3％で最も高かった。清酒製造は主に日本酒の製造を指す業種で、そのなかでも「郷乃譽
さとのほまれ

」

が定番銘柄として有名な須藤本家（1141年創業、茨城県笠間市）の業歴が最も長い。事業を行う

には酒類製造免許が必要となるなかで、他の酒類業種と比較して特に新規参入が難しいこともあ

り製造免許場数が減少傾向となっていることも、老舗出現率が高い一因といえよう。 

 

 その他にも“醸造”系の業種が上位に並ん

でおり、「しょう油等製造」（60.0％）、「こう

じ類製造」（51.3％）、「味そ製造」（50.5％）

では半数以上が老舗企業となっている。さら

に「蒸留酒・混成酒製造」（47.1％）や、花火

業者を指す「煙火製造」（45.7％）も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清酒製造
1141年創業 須藤本家株式会社 茨城県笠間市

1487年創業 株式会社飛良泉本舗 秋田県にかほ市

1505年創業 剣菱酒造株式会社 神戸市東灘区

1532年創業 冨田酒造有限会社 滋賀県長浜市

1532年創業 山路酒造有限会社 滋賀県長浜市

しょう油等製造
1534年創業 有限会社松岡屋醸造場 長野県飯田市

1573年創業 室次醸造場 福井県福井市

1580年創業 ヒガシマル醤油株式会社 兵庫県たつの市

1616年創業 ヒゲタ醤油株式会社 東京都中央区

1622年創業 庄司平吉商店 山形県山形市

こうじ類製造
1688年創業 有限会社木村屋糀店 石川県白山市

1689年創業 株式会社雨風 堺市西区

1792年創業 池田屋醸造合名会社 熊本市中央区

1830年創業 株式会社高木糀商店 石川県金沢市

1846年創業 アサヒビールモルト株式会社 滋賀県野洲市

味そ製造
1337年創業 株式会社まるや八丁味噌 愛知県岡崎市

1520年創業 国嶋清平商店 福井県福井市

1600年創業 可兒醤油合資会社 大分県臼杵市

1625年創業 青源味噌株式会社 栃木県宇都宮市

1645年創業 合資会社八丁味噌 愛知県岡崎市

老舗出現率 業種別トップ 10 
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5. 現代表の就任経緯、老舗企業の「同族継承」割合は 77.3％、全体を大きく上回る 
 

 日本が老舗大国である理由の一つに、同族が

世襲で後継ぎとなる、いわゆる「ファミリービ

ジネス」の定着による経営の安定があげられる

ことが多い。同族企業やオーナー企業にはさま

ざまな定義があるが、現代表の就任経緯が「同

族継承」の割合をみると、全体では 40.4％とな

ったのに対して、老舗企業では 77.3％で 8割近

くにのぼり、全体を大きく上回っている。 

 

6. 後継者不在率、老舗企業では 49.0％と半数以下 

 

 後継者の不在などが原因となり事業継続が断

たれる「後継者難倒産」の件数は 2021年に過去

最多を更新するなど、日本の事業承継は厳しい局

面に立たされている。2021年 10月時点の後継者

不在率は 61.5％となり、減少傾向ながらも高水

準が続いている。 

 これに対して老舗企業では 49.0％と半数を下

回り、全体より 12.5ポイント低い結果となった。 

 

 

7. 老舗企業の社長平均年齢は 62.2歳、全体より 1.9歳高い 

 

 社長年齢の高齢化は止まらず、2021年時点で平

均年齢は 60.3 歳と過去最高を更新した。老舗企

業のみでみると、全体より 1.9 歳高い 62.2 歳と

なっている。老舗企業は伝統工芸など長年の業務

経験による「熟練さ」が問われる業種が多いこと

や、社長の年齢層が比較的低いサービス業の割合

が少ないことが、全体の平均年齢を上回る要因と

考えられる。 

 

 

後継者不在率 

[注]帝国データバンク「全国「後継者不在率」動向調査(2021年)」の
　   調査結果を引用（2021年11月22日発表）

61.5％

49.0％

全体

老舗企業

[注]帝国データバンク「全国「社長年齢」分析調査(2021年)」の
　   調査結果を引用（2022年3月4日発表）

54.0

55.0

56.0

57.0

58.0

59.0

60.0

61.0

62.0

63.0

2000年 2010年 2021年

(歳)

老舗企業

全体

60.3歳

62.2歳

社長平均年齢 年推移 

就任経緯「同族継承」の割合 

40.4％

77.3％

全体

老舗企業
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8. 売上高は半数近い 44.9％が「1億円未満」、老舗出現率では「1,000億円以上」がトップ 
 

 老舗企業のなかで売上高が判明している企業

をみると、約半数の 44.9％が「1億円未満」だっ

た。100年以上経営している企業となると大企業

のイメージがあるが、規模は小さくとも着実に長

く事業を続けているケースが大半を占める結果

となった。 

 なお、売上高「1,000億円以上」は全体の 0.9％

と非常に少ない一方で、老舗出現率をみると、

20.7％と最も高くなった。さらに、「500 億～

1,000億円未満」では 14.2％、「100億～500億円

未満」では 9.6％となり、売上高の区分が大きい

ほど老舗出現率が高い。 

 

 

まとめ ～ 4万社を超えた老舗企業 なかには業種を変化させながら事業継続した姿も ～ 

 

 老舗企業は 4万 409社となり、初めて 4万社を超えた。「商いは牛のよだれ」という諺もあるよ

うに、日本には守り抜いてきた事業を切れ目なく次代に繋ぐことを是とする社会風土がある。実

際に、古くに栄えた清酒やしょう油・味そなどの醸造業、建設業、呉服などの服飾関連のような業

種では、今も多くの企業が事業を続けている。 

 他方で、帝国データバンクが老舗企業を対象に実施した「100年経営企業アンケート調査」（2022

年 5月 10日発表）では、創業事業から異なる、あるいは応用・派生した事業へと変化している企

業は半数にのぼることが判明。さらに、今後取り組みたいこととしては「新製品・商品・サービス

の開始」が 38.0％でトップだった（複数回答）。このような新たな変化を求め改善を重ねる老舗企

業の姿は、次なる老舗企業を生み出していくための一つの模範となるだろう。 

 

老舗企業 売上高別 

1億円未満
44.9％

1億～10億円未満
36.0％

10億～50億円未満
11.9％

50億～100億円未満
2.7％

100億～500億円未満
3.1％

500億～1,000億円未満
0.6％ 1,000億円以上

0.9％


